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●新議員揃う● 

新
議
員
揃
う 

ご
あ
い
さ
つ 

議
　
長
　

上
谷
政
明 

　
本
巣
市
と
な
り
、
初
め
て
の
選
挙
を
終
え
、
こ
の
度
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

　
新
し
い
議
会
体
制
と
な
り
議
長
と
し
て
公
正
適
正
な
議
会
運
営
を
心
が
け
る

決
意
と
共
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。 

　
合
併
し
て
早
く
も
一
年
八
ヶ
月
を
経
過
し
、
一
体
感
の
成
熟
度
が
進
む
な
か
、

旧
市
町
村
か
ら
引
き
継
が
れ
た
課
題
事
業
の
解
決
、
新
市
と
し
て
計
画
さ
れ
て

い
る
諸
施
策
の
推
進
、
執
行
部
と
共
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
み
、
尚
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

副
議
長
　

後
藤
壽
太
郎 

　
こ
の
度
、
市
民
の
皆
様
方
に
本
巣
市
議
会
議
員
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
副
議
長
の
要
職
に
推
挙
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
と
感
ず

る
と
共
に
、
責
任
の
重
さ
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
新
市
本
巣
市
の
骨
格
作
り
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
市
発
展
の
た
め
、
専
心

努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
た
め
の
議
会
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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総務企画 
委員会 

議　長　上谷 政明 副議長　後藤 壽太郎 監査委員　若原 敏郎 

議員運営委員会　◎戸部 弘　　○後藤 壽太郎　瀬川 治男　　橋 秀和　中村 重光 

上谷政明  大熊 和久子 

 

大西 　三郎 

 

戸部 弘 

 

　橋 秀和 

 

遠山 利美 

 

鵜飼 静雄 

道下 和茂 

 

浅野 英彦 

 

中村 重光 

 

村瀬 明義 

 

若原 敏郎 

 

瀬川 治男 

 

後藤 壽太郎 

 

黒田 芳弘 

 

舩渡 洋子 

 

鍔本 規之 

 

臼井 悦子 　田 文一 

 

　橋 勝美 

 

安藤 重夫 

 

（委員数5名） 

（委員数7名） （委員数7名） （委員数7名） （委員数5名） （議員数5名） 

◎瀬川 治男 

○浅野 英彦 

　黒田 芳弘 

　鍔本 規之 

　　田 文一 

　上谷 政明 

　戸部 弘 

　 

文教福祉 
委員会 

◎　橋 秀和 

○大熊 和久子 

　舩渡 洋子 

　臼井 悦子 

　若原 敏郎 

　後藤 壽太郎 

　鵜飼 静雄 

産業建設 
委員会 

◎中村 重光 

○道下 和茂 

　　橋 勝美 

　安藤 重夫 

　村瀬 明義 

　大西 　三郎 

　遠山 利美　 

議会だより編集特別 
委員会 

◎鵜飼 静雄 

○舩渡 洋子 

　黒田 芳弘 

　　橋 勝美 

　若原 敏郎 

もとす広域連合議会 
議員 

　　田 文一 

　安藤 重夫 

　浅野 英彦 

　村瀬 明義 

　遠山 利美 

 
◎委員長 
○副委員長 

新しい議会構成が決まりました 

新 議 員 紹 介  

（10月7日平成17年第4回本巣市議会臨時会） 
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８月23日～９月５日、第３回議会定例会を開き、 

市長提出の報告書２（専決2 ）、議案10（条例の一部改正2、土地取得1、規約改正・協議3、 

請負契約2、指定金融機関の指定1、17年度補正予算6、16年度決算7など）を、審議・決定しました。 

また、議員発議の意見書２を採択して関係機関に送付し、請願1は、 

委員会・本会議審議の結果、不採択にしました。 

　今議会は、9月18日から市議選が行われるため、8月中の開会となりました。 

 

意
見
書
を
採
択 

国
・
県
に
対
す
る 

●9月議会開かれる● 

9月議会開かれる 
  

道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に 

  

関
す
る
意
見
書（
賛
成
42
、反
対
3
） 

　
道
路
は
、最
も
重
要
な
生
活
関
連
社

会
資
本
と
し
て
、住
民
の
日
常
生
活
や

経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
も
の
で
あ

り
、地
域
の
活
性
化
と
豊
か
な
生
活
を

実
現
す
る
た
め
に
、優
先
的
に
整
備
さ

れ
る
ベ
き
も
の
で
あ
る
。 

　
本
市
は
岐
阜
県
の
南
西
部
に
位
置
し
、

総
面
積
3
7
4
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

南
北
に
長
い
地
形
と
な
っ
て
お
り
自
動

車
依
存
度
が
高
く
、道
路
整
備
に
対
す

る
市
民
の
要
望
も
強
い
こ
と
か
ら
、市
内

を
南
北
に
縦
断
す
る
国
道
1
5
7
号

を
基
軸
と
し
て
、東
西
に
横
断
す
る
国

道
3
0
3
号
、4
1
8
号
、主
要
地
方

道
関
・
本
巣
線
、岐
阜
・
大
野
線
、岐
阜
・

関
ヶ
原
線
等
の
整
備
と
、東
海
環
状
自

動
車
道
を
始
め
と
す
る
高
規
格
幹
線

道
路
、他
の
地
域
高
規
格
道
路
、一
般
国

道
、県
道
等
と
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
中
、道
路
特
定
財
源
に
つ

い
て
一
般
財
源
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ

る
が
、道
路
整
備
を
緊
急
か
つ
計
画
的

に
行
う
た
め
に
は
、道
路
特
定
財
源
の

確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、一
般
財

源
化
す
る
こ
と
な
く
、す
べ
て
道
路
整

備
に
充
当
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

　
国
に
お
か
れ
て
は
、道
路
特
定
財
源

制
度
を
堅
持
す
る
と
と
も
に
、遅
れ
て

い
る
地
方
の
道
路
整
備
に
積
極
的
に
充

当
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 
   

東
海
環
状
自
動
車
道
早
期
着
工
に 

  

対
す
る
意
見
書（
賛
成
42 
、反
対
3
） 

　
東
海
環
状
自
動
車
道
は
、愛
知
・
岐

阜
・
三
重
の
三
県
を
結
ん
で
全
国
と
有

機
的
に
連
結
す
る
、高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
要
と
な
る
重
要
な
道
路
で
あ

る
。そ
の
整
備
効
果
は
、平
成
17
年
3

月
の
東
回
り
ル
ー
ト
の
開
通
に
よ
る
沿

線
一
般
道
路
交
通
の
円
滑
化
と
、周
辺

施
設
へ
の
高
速
交
通
ア
ク
セ
ス
利
便
性

の
飛
躍
的
向
上
等
に
よ
り
実
証
さ
れ

て
い
る
。 

　
し
か
し
、西
回
り
ル
ー
ト
西
関
Ｉ
Ｃ
以

西
は
一
部
区
間
の
用
地
買
収
が
進
め
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、 

糸
貫
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
は
平
成
8
年
の
都
市

計
画
決
定
よ
り
約
10
年
を
経
過
し
た

現
在
に
お
い
て
も
、中
心
杭
の
設
置
、測

量
・
地
質
等
の
調
査
段
階
で
中
断
し
て

お
り
、着
工
の
目
処
は
い
ま
だ
立
っ
て
い

な
い
。 

　
本
市
は
平
成
16
年
2
月
に
３
町
１

村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
新
市
で
あ
り
、

根
尾
淡
墨
桜
や
根
尾
谷
地
震
断
層
等

全
国
的
に
も
著
名
な
観
光
地
を
有
し

て
い
る
。さ
ら
に
、リ
バ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

や
来
春
開
店
予
定
の
大
規
模
商
業
施

設
な
ど
、市
街
地
開
発
が
急
激
に
進
み
、

人
口
も
平
成
12
年
国
勢
調
査
時
よ
り

４
％
増
加
す
る
な
ど
、急
速
な
都
市
化

と
宅
地
開
発
が
進
行
し
て
い
る
。 

　
こ
の
た
め
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
と

そ
の
骨
格
と
な
る
道
路
網
の
構
築
が
急

が
れ
て
い
る
が
、市
幹
線
交
通
網
は
糸

貫
Ｉ
Ｃ
を
最
重
要
交
通
拠
点
と
位
置

付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、東
海
環
状
自

動
車
道
事
業
の
遅
れ
は
そ
の
ま
ま
本

市
の
交
通
網
お
よ
び
都
市
計
画
の
遅

れ
に
直
結
す
る
も
の
と
な
る
。 

　
ま
た
、現
在
高
速
道
路
を
利
用
す
る

に
は
ア
ク
セ
ス
に
1
時
間
程
度
を
要
す

る
。市
に
と
っ
て
、東
海
環
状
自
動
車
道

（
糸
貫
Ｉ
Ｃ
）は
ま
さ
に
高
速
自
動
車

交
通
の
幕
開
け
と
言
う
べ
き
も
の
で
、

市
民
の
期
待
は
非
常
に
大
き
い
。 

　
よ
っ
て
、本
市
の
活
力
あ
る
発
展
と

市
民
の
高
速
自
動
車
交
通
利
用
に
よ

る
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、下

記
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。 

 

１.

環
状
道
路
の
効
果
を
最
大
限
活
用

　
で
き
る
よ
う
、本
巣
市
を
含
め
た
全

　
工
区
を
早
期
着
工
す
る
こ
と
。 

２．
東
海
環
状
自
動
車
道
の
建
設
促
進

　
と
早
期
完
成
を
図
る
た
め
、事
業
費

　
を
増
額
す
る
こ
と
。 
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園
部 

隆
雄
議 

員 
9議員が一般質問に立つ 

N
P
O
参
画
と
樽
見
線
２１
世
紀
の

展
望
は 

　
樽
見
線
存
続
と
市
民
運
動
・
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

の
評
価
、行
政
の
対
応
に
つ
い
て
ど
う
で
す
か
。  

ま
た「
鉄
道
経
営
者
」に
市
民
利
用

拡
大
、２１
世
紀
交
通
へ
の
展
望
が
な
い

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。  

　
住
民
無
視
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
の「
経

営
者
」の
逸
脱
行
為
に
つ
い
て
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
経
営
者
」の
解

任
の
検
討
と
N
P
O
の
運
営
参
画
に

つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
は
。  

 

協
力
に
感
謝 

内
藤
・
市
長 

　
イ
ベ
ン
ト
列
車
の
企
画
や
車
両
の
座

席
張
り
替
え
待
合
室
の
改
修
な
ど
献

身
的
支
援
を
感
謝
し
て
い
る
。マ
イ
レ
ー

ル
促
進
協
議
会
の
幹
事
に
参
画
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。経
営
者
の
解
任
に
つ

い
て「
市
民
鉄
道
へ
の
転
換
計
画
」の
進

行
中
で
す
が
こ
の
計
画
の
達
成
・
改
善

や
著
し
い
問
題
の
場
合
検
討
し
ま
す
。  
 

本
巣
保
育
所
改
築
を 

　
本
巣
保
育
所
が
建
設
さ
れ
３１
年
経
過

し
て
老
朽
化
が
目
立
ち
ま
す
。耐
震
等
の

問
題
も
含
め
改
築
を
検
討
し
て
は
。ま
た
、

少
子
化
の
問
題
も
か
ら
め
、場
所
・
制
度

（
幼
保
一
元
化
）に
つ
い
て
父
兄
の
検
討
委

員
会
の
設
置
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。  

総
合
計
画
で
位
置
づ
け 

宇
野
・
健
康
福
祉
部
長 

　
耐
震
性
能
は
劣
る
と
判
断
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。「
本
巣
市
総
合
計
画
」に
位

置
づ
け
ま
す
。ま
た
、「
幼
児
問
題
検
討

委
員
会（
仮
）」を
設
置
し
、検
討
し
ま
す
。 

 

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
生
産
ラ
イ
ン
と

ア
ス
ベ
ス
ト
等
発
生
の
心
配
は  

　
住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
、

産
業
廃
棄
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
発
生

の
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。施
設
が
他

工
場
よ
り
古
く
、ア
ス
ベ
ス
ト
・ダ
イ
オ

キ
シ
ン
の
心
配
が
あ
り
ま
す
が
、第
三

者
の
調
査
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。  

ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
は
な
い  

島
田
・
市
民
環
境
部
長 

　
産
業
廃
棄
物
36
万
８
千
ト
ン
を
原
燃
料

と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。ア
ス
ベ
ス
ト
は
特

別
管
理
廃
棄
物
で
あ
り
、処
理
し
て
い
ま
せ
ん
。

原
材
料
と
の
関
係
は
調
査
研
究
し
ま
す
。  

   
本
巣
市
の
農
業
は 

　
本
市
は
、
南
部
の
平
野
部
と
、

北
部
の
山
間
部
と
で
は
、
農
業
環

境
が
違
っ
て
お
り
、
今
で
は
野
菜

作
り
、
シ
イ
タ
ケ
作
り
等
特
産
地

作
り
は
一
応
成
功
し
て
き
た
が
、

現
況
で
は
以
前
の
様
な
活
気
も
な

い
し
、
市
側
に
も
熱
意
が
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。 

　
農
協
と
蜜
接
な
連
携
を
図
り
、

新
し
い
農
業
を
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

か
。 

　    

既
存
の
組
織
、
各
振
興
会
と

連
携
を
取
り
総
合
計
画
の 

中
で
提
起
し
ま
す 

内
藤
・
市
長 

　
南
部
に
お
い
て
は
、
果
樹
、
花
、

野
菜
等
の
栽
培
が
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
構
造

改
革
の
立
ち
遅
れ
が
あ
り
、
集
落

営
農
、
認
定
農
業
者
等
の
担
い
手

の
育
成
が
急
務
で
す
。 

　
北
部
に
お
い
て
は
、
耕
作
放
棄
、

高
齢
化
、
鳥
獣
被
害
等
の
諸
問
題

が
あ
り
ま
す
が
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
農
産
物
が
栽
培
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
水
田
農
業
は
集
落
営
農

へ
の
誘
導
が
重
要
課
題
で
す
。 

　
市
総
合
計
画
は
策
定
中
で
す
が
、

農
業
経
営
の
安
定
化
と
し
て
、
都

市
近
郊
型
農
業
の
推
進
、
担
い
手

の
育
成
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
農

地
の
流
動
化
・
利
用
調
整
等
掲
げ

る
と
共
に
地
域
を
と
ら
え
た
施
策

と
し
て
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
事
業
又
有
害
獣
防
止
柵
助
成

事
業
に
つ
い
て
も
示
す
予
定
で
す
。 

　
基
本
的
に
は
現
行
の
助
成
制
度

を
進
め
な
が
ら
各
地
域
の
特
性
を

活
か
せ
る
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。 

   

9月定例議会 

一
　
般
　
質
　
問 

高
齢
者
の
交
通
確
保
に
サ
サ
ユ
リ
号
運
用
再
開
を  

介
護
負
担
増
へ
の
本
巣
市
の
対
応
を  

不
正
な
入
札
談
合
の
排
除
を  

 

そ
の
他
の
質
問 

本
巣
市
の
長
期
基
本
計
画
に
つ
い
て 

そ
の
他
の
質
問 
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竹
中 

光
夫
議 

員 

国
井 

博
議 

員 

本
市
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
は 

　
本
市
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
を

使
用
し
た
公
共
施
設
は
あ
り
ま
す

か
。
又
、
使
用
し
た
建
物
が
あ
れ

ば
今
後
の
対
応
は
。 

　    

専
門
業
者
に
調
査
・
分
析
を

委
託 

土
川
・
総
務
部
長 

　
昭
和
63
年
度
ま
で
に
建
設
さ
れ

た
74
施
設
に
つ
い
て
職
員
に
よ
る

現
地
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
吹
き

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
疑
い
が

あ
る
13
施
設
14
か
所
に
つ
い
て
、

専
門
業
者
に
調
査
・
分
析
を
委
託

し
ま
し
た
。 

　
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
10
月
20

日
に
判
明
し
ま
す
の
で
、
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
検
討
委
員
会
に
諮
り
、

対
処
し
ま
す
。 

　
昭
和
63
年
度
以
降
の
建
物
に
つ

い
て
も
、
今
後
早
急
に
調
査
を
し

て
い
く
予
定
で
す
。 

   

糸
貫
地
域
の
下
水
道
構
想
を

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か 

　
平
成
10
年
に
計
画
さ
れ
た
糸
貫

地
域
の
下
水
道
構
想
は
、
そ
の
後

の
情
勢
変
化
、
現
在
の
市
の
下
水

道
事
業
の
経
営
の
厳
し
さ
等
を
勘

案
し
て
、
見
直
し
を
す
べ
き
で
は
。 

　    

公
共
下
水
道
事
業
で
整
備 

内
藤
・
市
長 

　
下
水
道
整
備
は
、
快
適
な
生
活

環
境
の
確
保
と
水
環
境
の
適
正
保

全
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
14
年
「
町
」
下
水
道
推
進

審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
町
民
に

示
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
は
公
共

下
水
道
で
整
備
さ
れ
る
も
の
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。 

　
合
併
浄
化
槽
で
は
、
市
内
他
地

区
と
公
平
性
を
欠
く
措
置
に
な
り

ま
す
の
で
、
公
共
下
水
道
で
整
備

し
ま
す
。 

 

（
仮
）美
濃
メ
ガ
モ
ー
ル
開
発
道
路

当
市
の
請
負
う
契
約
の
内
容
は 

　
美
濃
メ
ガ
モ
ー
ル
の
開
発
地
内

お
よ
び
外
の
道
路
工
事
を
市
が
請

負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
契
約
内
容
は
。 

　
こ
の
工
事
請
負
に
よ
り
、
市
に

支
払
債
務
が
発
生
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。 

　
工
事
の
進
捗
状
況
は
。 

　    市
の
事
業
と
し
て
施
行
す
る
が

事
業
費
は
業
者
負
担 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
市
の
事
業
と
し
て
施
行
し
、
費

用
は
開
発
側
が
負
担
す
る
と
い
う

協
定
書
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
開
発
区
域
内
の
道
路
は
、
9
月

中
旬
の
入
札
予
定
で
す
。
三
橋
地

区
（
国
道
1
5
7
号
か
ら
入
り
口

付
近
）
の
拡
幅
は
、
地
権
者
立
会

い
・
税
務
署
事
前
協
議
が
終
わ
り
、

用
地
の
購
入
を
す
す
め
ま
す
。
メ

ガ
モ
ー
ル
南
の
早
野
地
区
は
、
地

権
者
立
会
い
が
終
わ
り
ま
し
た
。

「
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
南
の

改
良
・
隋
原
〜
見
延
地
内
の
屋
井

黒
野
線
の
拡
幅
は
、
測
量
設
計
に

入
っ
て
い
ま
す
。 

　
事
業
費
は
7
億
7
千
6
百
万
円

の
予
定
。 

用
地
の
進
捗
状
況
と
予
定
は 

　
国
道
１
５
７
号
板
所
（
兎
谷
）

地
内
は
道
路
幅
二
車
線
か
ら
急
に

狭
く
な
り
、
毎
年
交
通
事
故
が
起

こ
る
難
所
で
す
。 

　
旧
根
尾
村
の
と
き
よ
り
、
所
有

者
が
共
有
地
の
た
め
に
、
用
地
交

渉
に
難
航
し
て
い
る
と
聞
い
て
ま

す
が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
予
定
は
。 

　    

県
と
協
議
を
し
な
が
ら 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
進
捗
状
況
は
、
合
併
時
で
あ
る

昨
年
の
２
月
１

日
に
35
／ 
50
ま

で
所
有
者
移
転

登
記
が
完
了
し

て
お
り
、
残
り

15
／ 
50
に
つ
い

て
は
、
非
常
に

困
難
な
状
況
で
す
。 

　
今
後
は
、
時

間
も
か
か
り
ま

す
が
、
県
と
協

議
を
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。 
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長
谷
川 

勝
彦
議 

員 

若
原 

敏
郎
議 

員 

本
市
の
財
政
見
通
し
は 

　
わ
が
国
の
公
的
債
務
残
高
は
、毎

年
増
え
続
け
危
機
的
状
態
に
陥
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
状
況
を

踏
ま
え
、地
方
自
治
体
も
国
へ
の
責

任
追
求
だ
け
で
な
く
、自
ら
崩
壊
を

未
然
に
防
ぐ
方
策
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
。 

　    

合
併
に
よ
る
財
政
的
な
優
遇

措
置
を
有
効
に
活
用 

内
藤
・
市
長 

　
全
庁
的
な
体
制
で
、行
財
政
の
健
全

化
の
た
め
、私
を
本
部
長
と
す
る
行
政

改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
、事
務
事
業

見
な
お
し
・
経
常
経
費
抑
制
な
ど
行
財

政
健
全
化
に
む
け
不
可
欠
な
事
項
を

指
示
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、行
政
改
革
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

具
体
的
な
調
査
検
討
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

政
田
川
の
安
全
性
は 

　
短
時
間
の
降
雨
で
も
す
ぐ
に
増
水

し
浸
水
被
害
が
出
る
の
で
は
と
不
安

を
抱
い
て
い
ま
す
。河
川
の
流
水
量

調
査
が
必
要
で
は
。ま
た
、安
全
性
の

確
認
は
。 

安
全
確
保
と
は
言
え
な
い
状
況 

服
部
・
産
業
建
設
部
長 

　
県
の
財
政
状
況
の
悪
化
に
よ
り
事

業
の
進
捗
率
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

未
改
修
区
間
の
現
状
を
見
る
限
り

安
全
確
保
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

早
期
に
河
川
改
修
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、要
望
活
動
を
し
ま
す
。 

 

中
学
校
の
全
国
大
会
出
場
に
支
援
は 

　
本
市
の
糸
貫
中
学
校
男
子
卓
球
部
、

真
正
中
学
校
野
球
部
が
全
国
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。市
と
し
て
の
支

援
は
十
分
で
し
た
か
。 

　    「
本
巣
市
社
会
教
育
及
び
学
校
教
育    

関
係
各
種
大
会
派
遣
等
補
助
金 

交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
補
助
支
援 

堀
部
・
教
委
事
務
局
長 

　
全
国
大
会
出
場
は
本
巣
市
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
な
功
績
を
残

し
ま
し
た
。選
手
・
監
督
・コ
ー
チ
・
部

長
が
必
要
と
す
る
旅
費
・
宿
泊
費
を

支
援
し
、教
育
長
か
ら
の
激
励
も
し

ま
し
た
。
今
後
も
、保
護
者
の
経
費

負
担
の
軽
減
な
ど
、で
き
る
限
り
の

支
援
を
考
え
た
い
。 

 

廃
棄
物
対
策
に
専
門
の
人
材

育
成
を 

①
廃
棄
物
と
、
産
業
廃
棄
物
に
対

　
す
る
地
域
情
報
収
集
の
あ
り
方

　
は
。 

②
法
林
寺
地
区
の
不
法
堆
積
は
、

　
市
、
県
、
警
察
の
素
早
い
連
携

　
対
処
に
よ
り
完
全
撤
去
さ
れ
ま

　
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
し
た
。 

　
住
民
の
健
康
と
安
全
を
守
る
為
、

　
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
に
つ
い
て
は
市

　
と
し
て
発
生
元
、
現
物
、
流
通

　
等
調
査
確
認
を
す
る
必
要
が
あ

　
っ
た
の
で
は
。 

③
産
業
産
廃
物
の
各
種
問
題
に
対

　
し
専
門
職
育
成
等
の
対
応
が
必

　
要
で
は
。 

　    

産
業
廃
棄
物
に
対
し
市
の 

職
員
の
立
ち
入
り
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た 内

藤
・
市
長 

①
一
般
廃
棄
物
は
、
８
名
の
環
境

　
監
視
員
に
よ
り
週
５
回
市
内
の

　
巡
視
を
行
い
、
不
法
投
棄
は
警

　
察
署
に
連
絡
し
共
に
対
処
し
て

　
い
ま
す
し
、
６
月
か
ら
は
移
動

　
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
防
止
に
取

　
り
組
ん
で
い
ま
す
。
産
業
廃
棄

　
物
は
県
に
通
報
を
し
て
い
ま
す
。

　 ②
法
林
寺
地
区
の
堆
積
に
つ
い
て

　
は
８
月
11
日
に
、
完
全
撤
去
を

　
行
な
わ
せ
ま
し
た
。
今
回
は
地

　
域
住
民
の
通
報
が
元
と
な
り
大

　
量
投
棄
の
防
止
に
な
り
ま
し
た
。 

　
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
問
題
は
、
県
の

　
所
轄
で
あ
り
、
率
先
し
市
と
し

　
て
環
境
調
査
・
放
射
線
調
査
等

　
行
な
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
ま

　
で
の
必
要
は
無
か
っ
た
と
考
え

　
て
い
ま
す
。
撤
去
に
つ
い
て
は

　
７
月
27
日
県
に
提
出
さ
れ
た
撤

　
去
計
画
に
よ
り
お
こ
な
わ
れ
ま

　
す
。 

③
産
業
廃
棄
物
は
県
の
所
轄
で
す

　
が
適
正
指
導
は
市
と
し
て
も
必

　
要
な
た
め
、
４
月
に
県
と
協
定

　
を
結
び
生
活
環
境
課
の
５
名
に

　
立
ち
入
り
調
査
権
を
取
得
さ
せ

　
県
と
連
携
を
取
り
、
現
場
に
お

　
い
て
活
用
を
進
め
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 
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宮
脇 

孝
男
議 

員 

三
島 

智
恵
子
議 

員 

地
域
調
整
課
の
充
実
を 

合
併
し
て
も
旧
庁
舎
（
分
庁
・

支
所
）
で
大
抵
の
こ
と
は
出
来
る

と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
配
置
人
員
が
少
な
い

こ
と
、
専
門
職
員
が
い
る
と
は
限

ら
な
い
こ
と
な
ど
で
、
市
民
か
ら

苦
情
が
で
て
い
ま
す
。 

　
各
課
か
ら
、
専
門
職
員
を
出
向

さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
考
え
て
は
。 

                

　    

今
の
組
織
・
機
構
・
職
員
数

で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん 内

藤
・
市
長 

　
地
域
調
整
課
で
は
、
住
民
票
・

印
鑑
証
明
な
ど
の
発
行
、
各
部
署

に
関
す
る
申
請
、
届
出
に
対
応
で

き
る
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

　
17
年
度
か
ら
は
参
事
級
の
課
長

を
お
き
、
地
域
の
諸
行
事
の
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
専
門
職
員
の
配
置
は
、
今
の
状

況
で
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
現
在
す
す
め
て
い
る
行
革
大
綱

の
中
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
な
ら
な
い
よ
う
組
織
・
機
構
の

見
直
し
、
施
設
の
統
合
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

国
道
1
5
7
号
は
、 

何
時
通
行
出
来
ま
す
か 

①
本
市
の
街
づ
く
り
は
、
交
流
人

　
口
の
拡
大
が
必
要
と
思
い
ま
す

　
が
、
国
道
1
5
7
号
の
交
通
止

　
め
解
除
は
い
つ
に
な
り
ま
す
か
。 

 

②
根
尾
地
域
地
籍
調
査
が
、
今
年

　
継
続
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

　
早
急
に
調
査
が
進
ま
な
い
と
益
々

　
困
難
に
な
リ
ま
す
。
方
針
は
。 

 

③
市
の
土
木
工
事
入
札
は
、
適
切

　
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
市
内

　
の
建
築
土
木
工
事
は
、
育
成
の

　
た
め
、
市
内
の
業
者
に
入
札
を

　
さ
せ
る
べ
き
で
す
。 

　    

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
一
日
も

早
い
通
行
を
県
に
要
望
し
ま
す 

内
藤
・
市
長 

①
能
郷
・
黒
津
間
が
７
月
５
日
か

　
ら
全
面
交
通
止
め
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。
落
石
が
防
止
ネ
ッ
ト
に

　
掛
か
り
道
路
に
落
ち
る
危
険
が

　
あ
り
工
事
中
の
た
め
規
制
し
て

　
い
ま
す
。
こ
の
他
の
所
で
も
落

　
石
の
危
険
個
所
が
、
見
つ
か
っ

　
て
い
ま
す
の
で
今
年
度
の
通
行

　
は
見
込
め
ま
せ
ん
、
18
年
度
に

　
つ
い
て
も
交
通
規
制
が
予
測
さ

　
れ
ま
す
。
能
郷
・
温
見
間
に
つ

　
い
て
は
抜
本
的
な
改
良
工
事
の

　
早
期
着
工
を
、
国
・
県
に
強
く

　
要
望
し
て
い
き
ま
す
。 

 

②
10
地
区
の
測
量
を
実
施
し
て
き

　
ま
し
た
が
、
完
了
は
１
地
区
の

　
み
で
残
り
は
未
完
で
す
。
今
年

　
か
ら
地
籍
の
専
任
職
員
を
配
置

　
し
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後

　
新
た
な
地
区
を
お
こ
な
っ
て
い

　
き
ま
す
。 

 

③
公
共
事
業
が
減
少
す
る
な
か
、

　
市
の
発
注
工
事
の
指
名
は
、
入

　
札
参
加
指
名
申
請
書
を
提
出
し

　
て
い
る
業
者
の
中
か
ら
、
技
術

　
的
に
施
工
可
能
な
物
に
つ
い
て

　
可
能
な
限
り
地
元
業
者
を
優
先

　
し
て
い
ま
す
。
入
札
の
不
正
行

　
為
の
排
除
等
徹
底
を
お
こ
な
い

　
ま
す
。 

 

真正分庁舎　地域調整課 
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議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●一般質問● 

鵜
飼 

静
雄
議 

員 

市
民
の
生
の
声
を
市
政
に 

来
庁
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案 

　
合
併
し
て
「
行
政
が
遠
く
な
っ

た
」
「
対
応
が
不
親
切
」
と
の
声

を
聞
き
ま
す
。
市
民
の
生
の
声
を

行
政
に
反
映
す
る
た
め
、
来
庁
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を
。 

　    

実
施
方
法
を
検
討 土

川
・
総
務
部
長 

　
ど
の
よ
う
に
実
施
で
き
る
か
検

討
し
ま
す
。 

 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策 

健
康
相
談
窓
口
の
設
置
を 

　
健
康
被
害
が
心
配
な
市
民
に
対

す
る
相
談
窓
口
を
設
け
て
は
。 

 

健
康
増
進
課
で
対
応 

宇
野
・
健
康
福
祉
部
長 

　
総
合
窓
口
は
生
活
環
境
課
、
健

康
相
談
は
健
康
増
進
課
、
建
物
の

相
談
は
都
市
計
画
課
で
行
い
ま
す
。 

　    

国
保
税
の
減
免 

病
気
、
失
職
に
も
適
用
を 

　
現
在
は
自
然
災
害
に
よ
る
生
活

困
難
の
場
合
の
減
免
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
病
気
・
負
傷
ま
た

失
職
等
に
よ
る
場
合
に
も
減
免
を
。 

 

実
施
に
む
け
検
討
し
ま
す 

内
藤
・
市
長 

 

メ
ガ
モ
ー
ル
へ
の
対
応 

文
書
で
明
確
化
を
！ 

　
メ
ガ
モ
ー
ル
開
店
に
よ
っ
て
、 

青
少
年
対
策
、
騒
音
・
照
明
、
交

通
問
題
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
将
来

に
わ
た
っ
て
の
対
応
を
事
業
者
と
、

な
る
べ
く
細
か
く
文
書
で
明
確
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

　    で
き
る
だ
け
細
部
ま
で 

溝
口
・
参
与 

　
現
在
は
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の

対
応
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
営

業
後
の
問
題
に
つ
い
て
も
で
き
る

だ
け
細
部
ま
で
文
書
を
交
わ
し
ま

す
。
ま
た
市
と
し
て
の
体
制
（
窓

口
）
づ
く
り
も
必
要
と
考
え
ま
す
。 

一
　
般
　
質
　
問 

日
々
雇
用
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て 

そ
の
他
の
質
問 

真
正
中
「
応
援
」
 

糸
貫
中
「
4
人
5
脚
」
 

根
尾
中
「
綱
引
き
」
 

本巣中「なわとび」 
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委員会活動 

常任委員会 
総　務 
常任委員会 
（8月26日） 

総　務 

常任委員会 
環境福祉 
常任委員会 
（8月25日） 

環境福祉 審査付託議案 

審議議案　 

１．16年度国民健康保険特別会計決算 ―― 全員賛成 
　　　繰越金が3億円余ある。税率の据え置き、引き下げも可能では。 
　　　一般会計からの繰入れが2億円余ある。5年で繰入れは0になるので出来ない。 
２．16年度老人保健医療特別会計決算 ―― 全員賛成 

　（税を）不納欠損で落とす以前の体制は。 
　収納回数を多くするなど、早い内から徴収につとめている。 
　犬猫の処理費が232頭あるが、どういうものか。狸はどうしているか。 
　道路・河川等で死亡し、所有者がわからないもの。一緒に処理している。 
　乳幼児・児童の医療費を12歳まで無料にすると、どれくらい費用が必要か。 
　試算をしていない。 
　ガラス・陶器は、ストックヤードは無料、地区収集が有料というのは不公平。 
　ストックヤードへ持ち込めば、きれいなものは無料。真正・根尾の施設の利用を。 
　合併で上乗せした分の決算状況は。 
　根尾のディサービスセンターの光熱費が大きく残った。社協とも連携を密にして的確な予算をたてるようにする。 
その他　　事業所別の外国人登録者を把握しているか。　　勤務先はわからない。 
担当者からの説明 
　１． 公害防止協定について、立会人は地域振興局長・地元自治会長（苦情頻度は神海が一番多いので）で、市と協定を結んだ。 
　２． 住友セメントが破砕施設の建設を申請。県は、地元同意を条件に認めた。○市は、不定期に現場視察をして監視体制をとって欲しい。 
　３． フェロシルトの撤去――石原産業から計画が出ている。今年の内には撤去したいとのこと。 
　４． アスベスト対策検討委員会を8月2日に立ち上げた。昭和63年以前の公共施設について調査を依頼中。 

◎午後、現地視察（４箇所）を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

16年度一般会計決算について 

審査付託議案 

審議議案　 

１．消防団員等公務災害補償条例の一部改正→賛成多数 

２．工事請負契約締結→防災行政無線（同報系）設備設置工事→ 
　賛成多数 

　不用額が多い。委託料だけでも100万円以上が26件8千万円。なぜ、補正をしなかったのか。 
　財政調整基金を取り崩して予算を組んでいる。節約してなるべく残したかった。 
　減債基金4億３千９百万円を取り崩して、何に使ったか。 
　市債の返還に当てた。 
　経常収支比率が5%上がったわけと、今後の対策は。 
　合併合意の実施等で、経常経費が増えた。 
　１７年度予算は、義務的経費を除いて30％を目標に削減した。 
　交付税算入を約束された市債の分は入っているのか、総額で抑えられているのか。 
　ルール分は入っているが、その他の基準がかわったものもある。 
　樽見鉄道のダイヤ改正の件・シルバー１８０・経営状況はどうなっているか。 
　１８年４月の改正は、マイレール協議会で承認している。今回、会社が「（乗客）10人未満のダイヤは廃止したい」と　
　提案したが、前倒しはよくないと見送った。 
　シルバー１８０の会員は1,500人（該当者4,000人。）７月にチラシをいれ、自治会長会でも話した。 
　赤字額は９０４８万円余。当初予測は９５２８万円余だった。 

◎会議に先立ち、現地視察（２箇所）を行った。 
 

16年度一般会計決算 

議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●委員会活動● 

住友大阪セメントを視察する委員 
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市議会には4つの常任委員会があります。 
今回は8月30日までの活動の主なものを報告します。 

常任委員会 
産業建設 
常任委員会 
（8月29日） 

産業建設 審査付託議案 
１．市営住宅管理条例の一部改正→全員賛成 
２．１６年度簡易水道・農業集落排水・公共下水道特別会計決算、水道事業会計決算　 
　→全員賛成 
　　　下水工事後の仮復旧がよいところと悪いところの差が大きい。 
　　　写真判定だけでなく、現場で指導を徹底して。 
　　　できるだけ多く職員が巡回する。 

３．圃場地の猪等獣類による被害防止に関する請願について→全員一致で不採択 
　理　由　特定の地域だけの対策は好ましくない。既存の補助制度でも対応できる。 
　委員長　根尾の委員も話を聞いていないといわれているが、担当者は。 
　委　員　全然聞いていない。　 
　担当者　何がしかの話は聞いたが、詳しくは本会議で知った。請願者の要望は猿が入れない高い柵を作って欲しいということのようだ。 
　　　　　補助制度を利用してやっていただけたらと思う。 
　委　員　請願なので重く受け止めている。出来る限りの対策をして欲しいがそこだけ特別は困難なら、今後は市全体のことを考慮して。 
４．道路特定財源の堅持に関する意見書→全員賛成 

常任委員会 
文　教 
常任委員会 
（8月30日） 

文　教 審議議案　 

　 （青少年健全育成）市民会議で野外研修が最重点課題に入っていたが、　  
　　インリーダー研修が出来ていないのは。 
　 ４つが1つになったが、支部毎の活動は従来どおり。事業の見直しは子ども会　
　  単位で行っている。 
　  市全体で野外活動研修（キャンプ）を実施することは考えていない。 
　  それぞれの団体が自主運営するので、教育的に指導する。 

要望　育成推進員との意思疎通を十分図ること。 
　 教育関係・市民・ボランティア団体の補助金が減ったわけは。 
　 中学生父親の会 ―― １部しか実施出来なかった。 
　 ガキッコクラブ ――― 3団体予定したが、1団体のみ実施した。 
　 卒園祝い ――――― 廃止してアルバム補助、入学祝い（かばん）に変えた。 
　 「夢づくり  ２１」 ――― 中止　　犀川まつり ―― 生徒全員から自主参加になった 
　 ○社会教育関係は全て引き継がれ、16年度補助金は合併前と同じ。 
　 就園奨励費補助事業は市内のみか。市内の幼稚園で対応できないのか。 
　 保護者の考えで､他の施設へ通っている。市内の全員受け入れは無理。 
　 教育相談の人数は。 
　 7月 ―― 19人（中学16人  小学3人）    3月 ―― 14人（中学11人  小学3人） 
その他 
　 糸貫中学校の防犯体制はどうなっているか。 
　 通り抜け出来ないよう門扉と柵を設置する。 
　 スポーツ祭りは地域の団体が主になっている。市職員はどんな形で参加するのか。 
　 運動会、イベント、その他の行事についてどうするか、市全体として検討中。 
 
 

16年度一般会計決算 

審議議案　 

　水道石綿管のアスベストは問題では。 
　石綿管は糸貫にはない。真正の南部１路線にあるが、下水道工事と同時に交換。 
　上下水道の配管は上下に埋設しないで、離したらどうか。 
　最低30㎝は離している。 
 

16年度一般会計決算 

◎会議終了後、現地視察（２箇所）を行いました。 

議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●委員会活動● 

新1年生に贈呈されるランドセル 
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12

●特別委員会の報告● 

西部連絡道路建設特別委員会（7月12日） 

17年度工事予定 
真正工区 ―― 瑞穂市境から北へ600ｍほど発注予定 
　　　　　　  残り400ｍは用地取得次第発注 
糸貫工区 ―― 桜ヶ丘公民館交差点北から屋井黒野線まで800ｍ発注予定 
　　　　　　  303号交差点付近北側は、商業施設への右折車線が必要となり 
　　　　　　  神社・公民館敷地の用地交渉中 
路側工法 ―― Ｌ型擁壁等で施行 
　　　　　　  ただし、既設道路等現況に変化がない場合は、新たに構造物は作らない 
施行延長 ―― 877ｍ（真正工区　157ｍ、　糸貫工区　411ｍ、　本巣工区　309ｍ） 

◎事前に地元説明会を開いて、理解を得る 

国道県道整備促進特別委員会（7月27日） 
岐阜関ケ原線 ―― 18年度から４～５年間で、根尾川大橋の架設 
　　　　　　　　  19年度までに根尾川大橋まで完了予定 
　　　　　　　　  樽見鉄道は平面交差 
長良・糸貫線 ―― 今年度は北方自動車学校東側駐車場から平成農園まで200ｍの歩道工事を予定 
岐阜・大野線 ―― 大野橋東詰交差点北側の拡幅を進めている 
国道 1 5 7号 ――18年度中には日当トンネル工事に着手できる状態 
　　　　　　　　  門脇バイパスは幅員12ｍでうすずみ温泉入り口まで完成予定 

◎現地視察後、未改良区間の早期整備、除草を強く要望 
 

森林開発特別委員会（7月28日） 
○県の「災害に強い森林づくり」「林業を振興する森林づくり」推進のための 
　「新緊急間伐推進5ヵ年計画」について説明を受けた 
　　間伐事業　15年度 ―― 本巣地域  14.81ha　　根尾地域  30     ha 
　　　　　　　16年度 ――　　〃　　 55.5  ha         　 〃　    38.16ha 
　　風雪災害山林復旧事業（16年度）　　　　　　  根尾地域　9.08ha 
○林道開設事業 
　　本巣地域　宮谷～金坂線・猪ノ谷線……20年度完成予定 
　　根尾地域　大井～能郷線・伊自良～根尾線（本巣市の計画は9,120ｍ） 
　　※伊自良～根尾線は完了までに多くの年月を要する見込み 

特
別
委
員
会
の
報
告
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議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●特別委員会の報告● 

　公共下水 ― 本巣地区…36.7％　根尾中央…58.7％ 
　集落排水―真正地区…78.2％　糸貫地区…81.1％　本巣地区…81.3％　根尾地区…83.8％ 
未着手地区の計画 
　糸貫地区 ―――――― 公共下水道事業 
　金原・鍋原地区 ――― 農業集落排水事業 
　佐原・鍋原の一部 ―― 合併浄化槽と農業集落排水事業 
　木知原 ――――――― 農業集落排水事業 
真正処理場の土木工事（16年12月24日～18年1月24日）の進捗率は73.2％ 

教育施設建設特別委員会（7月29日） 
総事業費 ………… 15億7909万5千円 
16年度の工事 …… 体育館、管理棟の建設 
17年度の工事 …… 校舎（普通教室、特別教室） 
進捗率 …………… 7月25日現在　全体の65％ 

◎委員会として、学校に特色ある教育を要望 
 

◎委員会としては、事業の促進を国に強く要望する意見書の提出を決定。 

本 巣 中 学 校 建 設  
（16年8月3日～18年3月28日） 

下水道整備促進特別委員会（8月1日） 
既存施設の利用状況 

○17年度は美濃関ＪＣＴ～西関ＩＣ間のトンネル・橋梁等の工事に70億円、大垣養老間の用地買収に
　70億円（用地国債も含む）の事業費がつけられている。 
○インターチェンジ間単位で供用開始を順次図っていく。 
○国は、インターチェンジ間の整備は概10年間程度必要と見込んでいる。 
○美濃関ＪＣＴ～西関ＩＣ間は平成20年頃完成を見込んでいる。 
○一つのインターチェンジの完成が間近になれば、併行して次の区間の調査に入る。 

東海環状自動車道建設問題特別委員会（8月8日、24日） 
現状報告 

◎メガモール視察の後、市の取得する土地、樽見鉄道新駅の場所を確認 
 

敷地面積 ―― 195,260㎡　　　建築面積 ―― 66,480㎡　　　駐車場 ―― 5,000台収容 
施設の概要 ―― 飲食店、物販店、アミューズメント施設、シネマコンプレックス施設 
　　　　　　　サービス施設（医療モール・市のインホメーションセンター・授産所の販売所・多目的ホール） 
完成予定 ―― 18年4月25日　　　地元説明会 ―― 17年10月5日､10日 
雇用人員 ―― 3,000人（内  地元雇用は2,000人の予定） 

文化観光開発特別委員会（8月10日） 
（仮称）美濃メガモールの現地視察 
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防災行政無線充実へ 

議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●17年度補正予算決まる● 

議
会
議
員 

活
動
日
誌 

場
　
所 

内
　
容 

◎糸貫川多目的広場（仮称）用地取得 （全員賛成） 
　長屋地内１万９６１㎡　　　１億６５７９万円 
 ◎ 工事請負契約 
　○防災行政無線（同報系） 
　　設備設置工事　   ２億８８７５万円　中央電子光学（株） （全員賛成） 
　○農業集落排水真正地区 
　　処理場土木工事　２億 ２万５千円　杉山建設（株）       （賛成４３、反対３） 
 
◎１６年度各会計決算を認定 
　○ 一般会計（賛成４２、反対３） 

○特別会計等（国保・老人・簡水・水道事業は全員賛成、農集・公共は賛成４４、反対１） 

8
月
1
日（
月
）   

2
日（
火
）    

4
日（
木
） 

5
日（
金
） 

6
日（
土
） 

7
日（
日
） 

8
日（
月
） 

10
日（
水
）   

13
日（
土
）  

14
日（
日
） 

16
日（
火
） 

18
日（
木
）  

20
日（
土
） 

21
日（
日
）    大

和
園
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井
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扶
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駅
前
広
場
 

  四
季
彩
館（
う
す
ず
み
温
泉
） 

う
す
ず
み
公
園
 

高
齢
者
総
合
福
祉
施
設
 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
お
り
べ
 

ホ
テ
ル
3
3
0
グ
ラ
ン
デ
ィ
岐
阜
 

 

下
水
道
整
備
促
進
特
別
委
員
会
 

老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会
 

西
濃
環
境
整
備
事
務
組
合
　
臨
時
議
会
 

総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会
 

国
道
4
1
8
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
 
総
会
 

療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会
協
議
会
 

長
屋
神
社
　
馬
か
け
祭
 

国
道
1
5
7
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
　
総
会
 

長
良
糸
貫
線
事
業
促
進
協
議
会
　
総
会
 

真
正
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
 

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
 

東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
問
題
特
別
委
員
会
 

本
巣
市
民
文
化
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
視
察
研
修
 

文
化
観
光
開
発
特
別
委
員
会
 

本
巣
消
防
事
務
組
合
旧
穂
積
地
区
加
入
検
討
委
員
会
 

岐
阜
県
市
議
会
副
議
長
会
 

根
尾
川
花
火
大
会
 

根
尾
盆
踊
り
・
花
火
大
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

日
中
友
好
訪
日
団
来
庁
 

訪
日
団
歓
迎
夕
食
会
 

宗
次
郎
淡
墨
桜
コ
ン
サ
ー
ト
 

フ
レ
ン
ド
リ
ー
お
り
べ
竣
工
式
典
 

法
人
設
立
20
周
年
記
念
式
典
 

日
中
友
好
訪
日
団
交
流
会
 

 

歳 入 額  
 

歳 出 額  
 

差 引 額  

１６２億８６４１万円 

会　計 歳 入 額  歳 出 額  差引 額  
３１億６２８５万円 ２８億４８６７万円 ３億１４１８万円 国保事業勘定 
３億３７３１万円 ３億２６３０万円 １１０１万円 施設勘定 
３１億８０７６万円 ３０億２４７２万円 １億５６０４万円 老人保健医療 
７億９４３８万円 ７億８５３４万円 ９０４万円 簡易水道 
１４億２１４４万円 １２億１１５１万円 ２億  ９９３万円 農業集落排水 
９億５５０５万円 ８億６４８８万円 ９０１７万円 公共下水道 
２億９４１０万円 ２億６５８２万円 ２８２８万円 水道事業損益 

１５７億３２１６万円 ５億５４２５万円 

◎以上のほか、専決処分の承認２件、条例・規約改正等４件、 
　指定金融機関の指定（西濃信用金庫）、意見書２件の採択などがありました。 
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17年度補正予算決まる 
今議会で決まった主な議案をお知らせします 

◎一般会計補正予算………△９４１０万円（全員賛成） 

◎その他の補正予算 

（補正後の予算額……１６７億６１２７万円） 

主な内容 

議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●17年度補正予算決まる● 

　地方特例交付金（恒久減税にともなう財源措置等） 　△５６２３万円　 
　地方交付税　　　　　　　　　　　　　　　   　  ４億８６３８万円 
 
　○ 広域保育実施委託料　　　　　　　　　　　　　　 ３９６万円 
　○ 本巣保育園園児室床張り替え　　　　　　　　　　  １９９万円 

　○ 柿産地構造改革支援基金造成事業負担金　　　　　 ７４７万円 
　○ 用水路改良工事（新町）　　　　　　　　　　　　   ２７０万円 
　○ 県産材需要拡大施設等整備事業補助金　　　　　　 ６０４万円 
　○ 特定間伐事業補助金　　　　　　　　　　　　　　 １２０万円 

　○ 市道改良工事　　　　　　　　　　　　　　　　   １０９０万円 
　○ 橋りょう改良工事　　　　　　　　　　　　　　　  ７００万円 
　○ 都市計画マスタープラン策定委託料　　　　　　　  ９２２万円 

　○ 糸貫中学校囲障工事（外部からの侵入を防ぐため）  １８５３万円 
　○ 地震断層観察館の展示用備品　　　　　　　　　　 １３７万円 
　○ 淡墨桜浪漫ウォーク実行委員会補助金　　　　　　  ２１８万円 
　○ 社会体育施設たかお改修工事　　　　　　　　　　 ４７４万円 

  

23
日（
火
）  

24
日（
水
）   

25
日（
木
）  

26
日（
金
） 

27
日（
土
） 

28
日（
日
） 

29
日（
月
） 

30
日（
火
） 

9
月
1
日（
木
）  

2
日（
金
）   

4
日（
日
） 

5
日（
月
） 

10
日（
土
） 

13
日（
火
）  

17
日（
土
） 

23
日（
金
） 

24
日（
土
） 

 

25
日（
日
） 

27
日（
火
） 糸

貫
ぬ
く
も
り
の
里
 

     真
正
分
庁
舎
 

  根
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
 

本
巣
市
一
円
 

糸
貫
分
庁
舎
 

真
正
分
庁
舎
 

     糸
貫
ぬ
く
も
り
の
里
 

 本
巣
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
 

神
海
地
区
処
理
場
 

 市
内
4
中
学
校
・
2
幼
稚
園
 

市
内
6
小
学
校
・
1
幼
稚
園
 

市
内
2
小
学
校
 

福
井
県
今
立
町
い
ま
だ
て
芸
術
館
 

本
巣
地
域
敬
老
祝
賀
式
 

平
成
17
年
第
3
回
本
巣
市
議
会
定
例
会
　
1
日
目
 

議
会
運
営
委
員
会
 

議
会
全
員
協
議
会
 

東
海
環
状
自
動
車
道
建
設
問
題
特
別
委
員
会
 

本
巣
市
土
地
開
発
公
社
理
事
会
 

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
 

例
月
出
納
検
査
 

総
務
常
任
委
員
会
 

根
尾
地
域
敬
老
祝
賀
式
 

本
巣
市
総
合
防
災
訓
練
 

産
業
建
設
常
任
委
員
会
 

文
教
常
任
委
員
会
 

平
成
17
年
第
3
回
本
巣
市
議
会
定
例
会
　
2
日
目
 

全
員
協
議
会
 

平
成
17
年
第
3
回
本
巣
市
議
会
定
例
会
　
3
日
目
 

全
員
協
議
会
 

議
会
運
営
委
員
会
 

糸
貫
地
域
敬
老
祝
賀
式
 

平
成
17
年
第
3
回
本
巣
市
議
会
定
例
会
　
4
日
目
 

真
正
地
域
敬
老
祝
賀
式
 

農
業
集
落
排
水
資
源
循
環
統
合
補
助
事
業
 

　
神
海
地
区
処
理
場
土
木
・
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭
 

運
動
会（
本
巣
中
・
真
正
中
・
糸
貫
中
・
根
尾
中
・
東
・
西
幼
） 

運
動
会（
本
巣
小
・
外
山
小
・
席
田
小
・
土
貴
野
小
・一
色
小
・
根
尾
小
・
真
正
幼
） 

運
動
会（
弾
正
小
・
真
桑
小
） 

今
立
町
閉
町
式
 

本
巣
市
議
会
議
員
選
挙
 

例
月
出
納
検
査
 

◎ 歳　　入 

◎ 民 生 費  

◎農林水産業費 

◎ 土 木 費  

◎ 教 育 費  

国民健康保険特別会計　　  　　 事業勘定　　　  　　 １億６５１２万円 
　　　　　　 　　　　　　　 　 施設勘定　　　　　　　　５９１万円 
老人保健医療特別会計　　　　　　　 　　　　　　　　　  ３１７万円 
農業集落排水特別会計　　　　　　　 　　　　　　　　　３９０２万円 
公共下水道特別会計　　　　　　　　 　　　　　　　　　２０８９万円 
水道事業会計　　　　　　　　 収益的勘定　　　　　　　３８２２万円 
　　　 　　　　　　　　  　 　 資本的勘定　　　　　　　３９９０万円 



議会だより 2005年11月1日発行　第8号 本 巣 市 
●人生これから音頭です● 

議会だより編集特別委員会 

三島  智恵子  
若原  敏郎  
◎  ○  

◎  ○  

村瀬  明義  
長谷川  勝彦  

鵜飼  静雄  
国井   博  

鵜飼  静雄  
若原  敏郎  
 

舩渡  洋子  
 

黒田  芳弘  
 

　橋  勝美  
 16

旦内長生会合唱クラブ　 

「花フェスタ２００５ぎふ」に出場しました。 ５月２０日  本巣市の日  
 

練習風景 

これからの出場予定 
市老連　芸能大会　真正地区予選　　    １１月  ７日 
　　　　         同じく　　　 本大会　　 １２月  ８日 

【クラブ員紹介】 
クラブ員数　　男　５名　　女　９名　 
平 均 年 齢 　　74.5才 
最 高 齢 者 　　82才（大正１２年） 
主な持ち歌　　・だれか故郷を思わざる 
　　　　　　　  ・これから音頭　　　　　　　　　　　　　　 
練          習　　 週１回　２時間 
練 習 場 所 　　本巣市上真桑（旦内北公民館） 
代 表 者 　 林  一男　ＴＥＬ３２４－１３５７ 
 


